
あの日の残り香を探して…
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ファミリー応援マガジン
『らぶ♡ふぁみ』最新号
町田ママが作るファミリーのための応援
マガジン『らぶ♡ふぁみ』の最新号が3
月15日に発行します。今回の特集は「子
どもと食べたい町田のおいしいパン屋さ
ん」。町田駅周辺商業施設の授乳室やぽっ
ぽ町田、健康福祉会館等に設置予定です。
その他の設置先はホームページ（https://
machidalovefami.amebaownd.com/）
に掲載しています。

地域活動の対話で役立つ
コミュニケーションカード作り
相原町を中心に活動する学生団体「へり
ぽーと」が4月18日（日）、「ファシリテー
ターの天国と地獄」編と題し、ファシリ
テーターが地域活動の場で対話を盛り上
げるのに役立つコミュニケーションカー
ド作りのワークショップを開催。午後2時
～4時、場所未定。参加費500円（カード
代込み）で先着10人。詳細・申込はhttps
://fb.me/e/3r61vnrHSへ。

シニアによるシニアのための
スマホ・タブレット講座
シニアのITアドバイザーが設立したNPO
法人アクティブSITAでは、シニア初心者
向けの「スマホ・タブレット講座」を奇数
月に定期開催しています。次回「Android
編」は5月7日（金）、14日（金）、21日（金）、
28日（金）の全4回。せりがや会館（予定）
で午後1時30分～4時30分、受講料4,200
円（テキスト代1,000円を含む）。詳細・
申込は080-6543-6135（川上さん）、 htt
p://active-sita.comへ。

「親の終活」を考える
オンラインセミナー
認定NPO法人エンディングセンターは5
月22日（土）、オンラインセミナー「親の
終活 子は何をすればいい？」を開催しま
す。「Zoom」で午後1時30分～3時。講師
は同センターの井上治代理事長。参加費
無料。定員20名。申込はinfo@endingce
nter.comへ。

シニアのスマホ活用をお手伝い
オンラインサポーター募集中！

「オンラインサポーターまちだ」では、シ
ニアが安心してネットを利用し、自立し
て心豊かに生活し続けられるよう、スマ
ホやタブレットなどの使い方を支援する
ボランティア「まちだのオンラインサポー
ター」を募集しています。サポーターのた
めのセミナーも開催予定です。問い合わ
せは下記二次元バーコー
ドからLINE公式アカウン
トに登録。担当は同会代
表の清水静香さん。

　地域情報誌「まちびと」は、地域活動へ関心を持つきっかけづくりを目的に発行
してまいりましたが、このたび、本号（2021春号）をもちまして休刊させていた
だくこととなりました。今後、地域活動の情報につきましては、町田市ホームペー
ジ（トップページ＞暮らし＞コミュニティ）等をご覧頂ければ幸いです。

　ご愛読頂きました読者の皆様、これまで紙面にご登場いただきました方々、取材、
発行、配架に至るまで、多大なるお力添えを賜りました関係各位に心から御礼申し
上げます。ありがとうございました。

発行者　町田市市民部市民協働推進課

休 刊 の お 知 ら せ
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ま
だ
辺
り
が
暗
い
早
朝
、
美
濃
屋
豆
腐
店

に
ぽ
つ
ん
と
明
か
り
が
灯
る
。
店
主
の
曽

根
晃
さ
ん
（
81
）
が
ガ
ラ
ガ
ラ
と
茶
の
間
の

引
き
戸
を
開
け
て
作
業
場
に
降
り
、
年
季
の

入
っ
た
ラ
ジ
カ
セ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
せ
ば
仕

込
み
開
始
の
合
図
。
大
好
き
な
ジ
ャ
ズ
を
Ｂ

Ｇ
Ｍ
に
、
60
年
近
く
連
れ
添
う
妻
の
八
枝
子

さ
ん
（
78
）
と
の
豆
腐
作
り
が
始
ま
る
。

　

墨
田
区
で
せ
ん
べ
い
屋
を
営
む
家
に
生
ま

れ
た
晃
さ
ん
。
家
業
は
兄
が
継
い
だ
が
、
商

人
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
捨
て
切
れ
ず
、

中
学
卒
業
後
に
麻
布
の
豆
腐
屋
へ
奉
公
に
出

た
。
下
積
み
時
代
は
午
前
２
時
に
起
き
、
薪

割
り
に
汗
を
流
す
日
々
。
住
み
込
み
で
休
み

も
な
く
、
遊
び
た
い
盛
り
で
あ
り
な
が
ら
も

懸
命
に
仕
事
に
打
ち
込
ん
だ
。

　

約
３
年
が
過
ぎ
た
頃
、
都
内
の
呉
服
屋
で

奉
公
し
て
い
た
八
枝
子
さ
ん
と
婚
約
。
ま
も

な
く
、
藤
沢
市
の
借
家
で
店
を
開
く
こ
と
も

決
ま
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
に
〝
町
の
お
豆
腐
屋

さ
ん
〟
が
存
在
し
た
時
代
。「
一
番
の
新
参

者
」
と
し
て
縄
張
り
を
荒
ら
さ
ぬ
よ
う
遠
く

ま
で
行
商
に
出
か
け
、
少
し
ず
つ
お
得
意
さ

ん
を
増
や
し
て
い
っ
た
苦

労
も
良
い
思
い
出
だ
。

　

一
男
一
女
に
恵
ま
れ
、

１
９
６
８
年
に
店
舗
兼

住
宅
を
購
入
し
た
の
を

機
に
現
在
の
地
へ
。
豆

腐
の
イ
ロ
ハ
を
教
わ
っ

美
濃
屋
豆
腐
店

二
人
三
脚
で
作
る
真
心
込
め
た
一
丁

た
奉
公
先
に
店
名
を
頂

き
、
美
濃
屋
が
誕
生
し

た
。
見
知
ら
ぬ
土
地
で

も
、
商
店
会
仲
間
に
助

け
ら
れ
て
滑
り
出
し
は

順
調
。
大
晦
日
と
も
な

れ
ば
、
お
せ
ち
料
理

や
す
き
焼
き
用
に
買

い
求
め
る
客
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
、
手

伝
い
に
子
ど
も
た
ち
を
駆
り
出
す
ほ
ど
盛
況

だ
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
半
世
紀
。「
ど
こ
の
ス
ー
パ
ー

で
も
買
え
る
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
」。
全
盛

期
に
は
毎
日
２
０
０
丁
を
作
っ
て
い
た
が
、

今
は
そ
の
４
分
の
１
に
減
っ
た
。
売
り
上
げ

も
同
様
。
心
配
す
る
周
囲
か
ら
値
上
げ
を
提

案
さ
れ
る
が
、「
１
丁
１
２
０
円
」
は
変
わ

ら
な
い
。「
ボ
ケ
ず
に
働
け
て
、
ご
飯
を
食

べ
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
い
い
か
な
」

　

豆
腐
を
冷
や
す
５
℃
の
水
に
赤
く
手
を
腫

ら
し
、
地
道
に
、
謙
虚
に
励
ん
で
き
た
二
人
。

美
濃
屋
の
豆
腐
は
ず
っ
し
り
と
重
く
、
味
も

濃
い
。「
食
べ
た
ら
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
」
と
晃
さ
ん
。
八
枝
子
さ
ん

は
、「
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
葉
を
客
に
か

け
ら
れ
る
と
、「
ん
ま
ぁ
〜
、
お
父
さ
ん
に

も
言
っ
て
あ
げ
て
」
と
心
底
嬉
し
そ
う
だ
。

　

午
後
４
時
。
晃
さ
ん
は
「
商
人
は
売
れ
る

こ
と
が
一
番
」
と
、
相
棒
の
真
鍮
製
ラ
ッ
パ

を
手
に
軽
ト
ラ
で
行
商
へ
出
か
け
て
行
っ
た
。

町田で53年、二人きりでコツコツと豆腐づくりに励んできた曽根さん夫妻
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